
面上：に土：地を右ち．畑撫．三二が中沁であり、その，他の旧村邑、水稲単二地回の性格選示し

てtじう。しかし、痩来の永稲単三1の三雲しだ農蒙縫営の中に屯．鍛燈ば．電気場フkで巡下永

を利用し、かなワ浦田化が進めiう；れて』I」る・この志田化1よ、台：地面まで反んであり（地下末

面まで緬／〃槻程）幽一種三田ゲームの償向Kあ’うが、米価が妥疑していろ事，又やみ販売で

ヵ・なりの環二又入どなろ華なビもあっカ・つてρうと考えられる，一方水田踏農惹吻綴噛

合理化の動きもみられづ。』 ｵヵ、し、現状ピして1ま、むしう、大翻布東京をひかえての曳二丁

給：地域であり，今後・も大：体の農類の性狢巳してば，この傾断が練くピ誤られるぐ土丁丁ど

農二二嘗の翼でな、土地利回ピU二うものを．地域全体て，平均北してみるだ1すでなく、ぞの三

三利用するヒころの農工靴にみ硯方も雌と矧オィ吻漉農劒生の緬ぐ
本地域の毘域姓の嚢づけ又、三際の・く向の蛍誤をみ奥うと．した。取虹げた撰琢数は少なか？

だが、肪蜘の｝日村の農家、明冶時代の葎族駿嘱Kよって湖摯された函月噸塾の三三台地

面上三山の三二初回叡な∠夫なその地域の二階を表机ていた，

秦野：盆：地北部の地形とゴニ三年り用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　田　恵　子

　　　　　　　　　葛　　　　沢

　　　王　葭然環鷹概説

　　　　ノ弓形　　2地負　　ヨ気候　　4地下永

　　　窪　入）ζ環境概謎

　　　　ノ，5行政区塚　　之矯葦　　3人ロ．集落　　4．交攣　　5塵叢

　　、延　：地形と土爆1用

　　　　ノ：地形区分　　12温く田　　片理地，樹園地，

　　　∬　泰舞の二二

　　　　ノ概観　2二藍緩鷺の）武尻　3桑と：たばごの褒遷　4將末の農叢

　　　亨　結論一秦野の中心農羨地域盤

　　　　　　　　肉　　　．容

　　調査地域秦野金地三二箱から小国急練で葡／時両のピころにある9北ぱ再三ぬ地が／〃〃

　　勿！vノク〃ρ勉　の高さにそびえ，南誌大；麟丘陵の：比鑛乙断脅崖をもつて棲してUろ。盆地の

　　東部にあろ24伽の権現山に登うと、瀬に窟土出を見南方瀬上に牛島、裕鶉，スカ、すか

　　に新島」うし…距もの毛みえ．乱秦野金魅賦中央を東漁に下る7K無測てよってできた回状地で現

　　三三｛≦旧くなって歯ワ，扇頂から三門にかげて、履さ6κ耽を喬度ヨ〃〃例・〉／00吼に綴

　　：かに二二した比職二二蝦．な面をみ廿．盆弛の閣騒三三頂蜘くi8よ集旛が孤られろが盆地の中央

　　や蝦ば獅ど二品に痴り畑地として簿撫されていろ・瑚頂劇胆水馴養挟んで糟
　需の二二地のり，1咽点線大秦瞬歎が｝あろ、秦野盆地の劇瞬にな北から晦下する盆目、1巾く浜

　　つて舷された峰闘難三二嬬1怯つζ哲の参徽鶴して皿回している・
　地諺働誠金副回状懸端部を走り，蚕野魏内部へ毛その彩響を示してし、ろ控断層の存

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）



／

回ること鼠ってぶの三三印1ヒ⑳競願三三三三門門鰯三
又；，の編蘇の北部脳禰角血地が形成され、四則三三麗老の三三ドおいて、此の

三脚伽ヒいう蓮鰯を禾ぽ・・るゼ舷矧（みられる墓盤鹸（瀬楢原ぴ塑麟

、・Z初上に礫翫のせ澱上鮒・厳・伽～Z伽翻助匹ム回せて点る・
　緬・館塗伽三無llゆ絹状地である為ンK開湧束帯以下の｛醜と三三2・阿岸三冠」ζ、

以下質然礪・Kを糊す編のバ多く・河噛・旧いて皮臥ているも磁、金三下，切

回だげ妊夢β・タク％を占める姻三三頂はたば二を蚤斥る耳約と蘇らっぷ嵐、・三寸

旧任を三三・細大・ノ三一帳・ソベ織細・三輪・輔磯回帥とら・
がせ確須危で翻るバ・た猷こ高説史：も細越泰野た翫鰍ム丞也ヒいら慈条件1（壷稲

ようド愚臣でれ∴専熱殺漕船野調戯誘にヒ・しに厨喫緊れ、趣端に衷菊ヒカン戊もクそ、帝ヵ

1を多量にっ貿込んで残焔《れ論いκヵで1このよう＆凌楽あ方法拭しない1ご駆れる甲羅ある．

廊ち、囎搾ゑ魂要ヒするたばこ慰勃旭面積∂）少添農叡応絃蚕足にやって鶯け舷いし、葱。着り

欧6万門の以入に覚るたばこ徴、籏雰の麗金収入高ヒしては偵くないのだ駅、／工繰りの

楽壇3〃円層識篤披下に朔軽量に細る鰍として鼠誠；ト弥・しのだが庚あ

翫乏こ奄、総説は・7万円桐6乾1藤勤敦細し・6茄捌舳ヵ妙くてすみ岬も．

反歯収益聴桑論集よりも　ノ万円以上．高い夷・罐に、賢金を領ひ、ぐ蓮聴す濠こど試行わ肌糾

し徒。

　　　　　　　　　　　　　　　　し　この他の一戸葡ウ乎均1乱逆面面ぱ8ユ双だあるヵ紙壕虹〃：），着しい顔向ヒして．飛莱の象

角化ヒ兼業イヒ・が麗わ重し少い土地ヵ、ら多くの収益を碍よづヒいう；旋乗，’酪凝㌧・感升が噂入さ

．レし襯働回ると同聯、次隊勢．ヌ鼠．世融バ三三（回す議’も働に噛，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　一方、劇野市の禽工菓をみると・鯖畠エ叢以還捧醗愚べ黛ものがなく、恭野布本庫湘南

溺峨村め冶費踊布ヒな㌧っ℃い麗蔑筋乱

　ウかし、蜘134年に賦正舷工藤壷数計画ゐ㌣懸さ匹微ン跨牒8〃〃．姻

，嬬履磁動軸6工蕩簾野魏の中央醐幽嬢示して濃敦莇陥緬労石肋を滴
オヒしよう佳し“で㌧＼る。

　襯レ繍麟媒人ロ縫勘4筋虚咳を伽之哺翻、初繊ば、』『鱗竣嬉胤
或普銀輯ゆ、謙）幌叢業の撒餌絆よ多1噛礁糠穂湘恥複伽鞭
を嘱し、潔踊のみ紀が行われっっあ懐中向同業飽或・てあゑどし夜。
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